
め ば え
あけぼの保育園

令和2年 4月 1日

発行 第 1号

ご入園・ご進級おめでとうございます。

巷では、新型コロナウイルスの影響が続いていますが、あっという間に、春を

知らせる桜のつぼみが鮮やかな花びらに変化し、暖かな春の日差しが子ども達を

包み込んでいます。 昨年度より教育・保育の無償化に伴い、保護者様のご協力

ご理解を得て、３歳以上児の完全給食化に移行することができました。また

入園や進級を喜ぶ子ども達の表情に元気を頂きながら新学期を迎えることが

できました。

この時期、子ども達の心の中では喜びいっぱいのようですが、不安もまた

いっぱいです。愛情いっぱいの中で育ってきた子ども達も大人の期待に応えようと

お利口さんに努めようと頑張ってくれています。子どもと大人の「おまじない」は

ふれあう愛が必要です。

職員一同、子ども達としっかりふれあい、大切なお子様の成長を促し、子育てを

支援してまいります。ほう（報告）れん（連絡）そう（相談）を大切にし保育に

取り組んでまいりますので、よろしくお願いします。

園長先生からのメッセージ

４月の行事

1日 開園記念日

入・始園式

7日 桜の下でクラス写真

21日 誕生会 避難訓練

5月の行事予定

18日 英語あそび（きりん組希望者）

19日 誕生会 避難訓練

21日 内科検診

22日 角笛シルエット（きりん組希望者）

30日 保育参観 父母の会総会

クラス懇談会

あけぼの ニュース

3月に、ばんび組・りす組・うさぎ組でじゃがいもの種芋を植えました。

新りす組・うさぎ組・きりん組になった子ども達が、毎日の水やりや

お世話をする中で生長を喜んだり、異年齢児の関わりを楽しんだりして

育てていきます。
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☆クラスだより☆ ☆教育

★養護

ひよこ組

(0歳児)

☆春の自然に親しみ、調べたり試したり

して興味を深める

★保育者と一緒に生活の仕方を考えたり

あそびの場を整えたりする

☆春の自然に触れながら、友だちや

保育者と一緒に好きなあそびをする

★保育者との信頼関係を築きながら

安心して過ごせるようにする

☆戸外でのあそびや散歩を通して

あたたかな春を感じ、あそびを楽しむ

★保育者に欲求を受け止めてもらい

安心して過ごす

☆保育者や友だちに親しみを持って

関わり好きなあそびを共有する

★新しい環境に慣れ、安心して過ごす

新しいピンク色の帽子にちょっぴり

お兄ちゃんお姉ちゃんになっている

ばんび組さん。新しい保育室での

過ごし方や、身辺の整理の方法等を

保育者が一緒に一つ一つ丁寧に知らせて

いきます。“自分でやってみたい”と

いう思いが芽生えるように見守ります。

また、戸外遊びを通して春の自然を

見つけて触れ合います。

うさぎ組になった喜びでいっぱいな

子ども達。新しい生活の流れを一緒に

確認し、心地よく過ごせるようにします。

大好きな戸外あそびの中で春の身近な

草花や虫に触れたり自分の好きな

あそびをしたりしながら友だちや

保育者と一緒に過ごす楽しさを

味わいます。

戸外あそびや運動あそびを取り入れ

体を動かして楽しめるように1年間

取り組んでいきます。

また、制作や描画等子ども達が興味を

持って取り組めるようにします。

今月は友だちと一緒にあそびを

広げながら楽しめるよう取り組みます。

また、保育室で落ち着いて過ごせる

ように取り組みます。

☆新しい環境に慣れ、ふれあいあそびや

うた遊びを楽しむ

★ゆったりとした雰囲気の中で、安心して

過ごせるようにする

新しいお部屋、新しい先生や友だちに

戸惑いを見せたり“わくわく”と目を

輝かせたりする様子が見られます。

“だっこしてもらいたい”“おそとに

いきたい”などの子ども達一人一人の

欲求や思いに寄り添い信頼関係を築いて

いきます。また、あたたかく花も沢山

咲いている春を子ども達と満喫します。

りす組

(３歳児)

待ちに待った憧れのきりん組！

様々な行事に期待を持った子ども達の

気持ちを十分受け止め、保育者や

友だちと生活やあそびに取り組みます。

また、生活の仕方、あそびの場を

保育者と一緒に考え整えていく事で

ルールを守ったり新しくルールを

作ったりしていきます。

☆季節のうた・手遊びや戸外で体を

動かす事で春の自然に触れる

★保育者と一緒に新しい保育室での生活や

身の回りのことを知る

“はじめて”が沢山のひよこ組さん。

園の生活にドキドキや不安もあると

思います。そんな子ども達の思いを受け

止めながらふれあいを大切に関わって

いきます。子ども達一人一人の姿に

寄り添い、成長を保護者の方と共に

喜び合えたらと思います。




